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は
じ
め
に

現
在
私
が
勤
務
し
て
い
る
東
京
都
立
小
山
台
高
等
学
校
は
、
品
川
区
に

あ
り
、
旧
制
東
京
府
立
第
八
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
九
〇
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
伝
統
校
で
あ
る
。
一
学
年
八
ク
ラ
ス
編
成
で
在
籍
数
は
、
全

校
で
約
九
六
〇
名
で
あ
る
。
運
動
会
（
体
育
祭
と
は
呼
ば
な
い
）
を
中
心

と
す
る
学
校
行
事
や
班
活
動
（
部
活
動
と
は
呼
ば
な
い
）
が
さ
か
ん
だ
が
、

定
時
制
課
程
を
併
設
し
て
い
る
た
め
放
課
後
の
活
動
時
間
は
短
い
。
卒
業

生
の
進
路
は
、
毎
年
国
公
立
大
学
と
理
科
系
関
連
学
部
に
進
学
す
る
者
が

多
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

本
校
の
教
育
課
程
に
お
い
て
世
界
史
B
は
第
二
学
年
で
必
修
二
単
位
、

日
本
史
B
も
必
修
二
単
位
を
併
修
さ
せ
る
。
第
三
学
年
で
は
世
界
史
受
験

者
を
対
象
と
し
た
講
義
形
式
六
単
位
、
演
習
形
式
二
単
位
（
他
の
科
目
と

の
関
係
で
と
ら
な
い
生
徒
も
い
る
）
の
最
大
八
単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
　
他
教
科
と
関
連
し
た
世
界
史
授
業

以
前
に
勤
務
し
て
い
た
東
京
都
立
大
泉
学
園
高
等
学
校
（
現
在
は
都
立

大
泉
北
高
等
学
校
と
統
合
し
、
都
立
大
泉
桜
高
等
学
校
）
は
、
三
つ
の
コ

ー
ス
で
編
成
さ
れ
た
普
通
科
コ
ー
ス
制
の
高
校
で
、
選
択
科
目
の
な
か
に

「
国
際
理
解
」
と
い
う
学
校
独
自
の
講
座
を
設
定
し
て
い
た
。
こ
の
講
座

は
、
地
歴
科
と
公
民
科
の
教
員
に
よ
る
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
で

授
業
を
お
こ
な
い
、
担
当
教
員
の
ペ
ア
は
毎
年
交
替
し
た
。
複
数
の
教
員

が
協
力
し
た
授
業
実
践
は
、
義
務
教
育
課
程
で
は
多
く
の
報
告
例
が
み
ら

れ
た
。
し
か
し
、
二
四
年
前
に
こ
の
授
業
を
実
施
し
た
当
時
は
、
高
校
で

は
ま
れ
な
事
例
だ
っ
た
。
こ
の
講
座
を
担
当
し
て
地
歴
科
と
公
民
科
が
連

携
し
た
授
業
に
対
す
る
違
和
感
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
に
広
い
視
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野
で
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
提
示
で
き
、
有
意
義
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
他
教
科
の
教
員
や
大
学
の
外
国
人
留
学
生
を
招
い
た
授
業

実
践
に
よ
っ
て
、
開
か
れ
た
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
よ
う
に
思
う
。

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
地
歴
科
・
公
民
科
間
で
関
連
・
連
携
し
た

授
業
実
践
の
重
要
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
私
は
世
界
史
と
他
教
科
と
を

関
連
さ
せ
た
授
業
も
可
能
で
あ
る
と
継
続
的
に
考
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
理
由
は
、
英
語
科
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
国
語
科
の
現
代
文
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
他
教
科
の
教
員
が
世
界

史
図
説
や
教
科
書
を
借
り
に
来
る
こ
と
を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

世
界
史
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
内
容
も
広
範
囲
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

私
自
身
も
化
学
の
図
説
や
英
語
の
テ
キ
ス
ト
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
以
前
私
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
東
京
都
歴
史
教
育
研
究
会
（
都

歴
研
）
の
授
業
研
究
研
修
会
で
英
語
・
理
科
・
音
楽
な
ど
他
教
科
と
関
連

さ
せ
た
実
践
例
を
、
過
去
の
大
学
入
試
問
題
や
定
期
考
査
問
題
と
と
も
に

発
表
し
た
。

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
そ
の
発
表
内
容
も
引
用
し
な
が
ら
理
科
と
世

界
史
の
関
連
性
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
理
由
は
、
S
S
H
（
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
お
け
る
世
界
史
教
員
の
立
ち
位
置
を
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
S
S
H
と
い
う
特
殊
な
学
校
以
外
で
も
、
理
系
分
野

を
志
望
す
る
生
徒
に
世
界
史
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
多

く
の
教
員
が
直
面
す
る
課
題
だ
が
、
文
系
志
望
の
生
徒
が
大
学
入
試
で
詳

細
な
科
学
史
の
問
題
に
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処
法
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
少
し
古
い
が
二
〇
〇
九
年
実
施
の
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
問
題

「
感
染
症
と
治
療
法
・
予
防
法
」
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

私
は
、
以
前
か
ら
都
歴
研
の
世
界
史
委
員
と
し
て
多
く
の
先
生
方
と
そ

の
年
に
出
題
さ
れ
た
大
学
入
試
問
題
を
調
査
・
分
析
し
、
結
果
を
『
都
歴

研
紀
要
』
で
報
告
し
て
き
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
疑
問

を
も
と
に
入
試
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

①
政
治
史
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
各
大
学
で
文
化
史
が
出
題
さ
れ
、
と
く
に

人
文
科
学
系
学
部
で
は
、
出
題
さ
れ
る
機
会
が
多
い
。

②
現
役
の
受
験
生
は
、
文
化
史
を
学
習
す
る
時
間
が
少
な
く
、
教
員
も
放

課
後
や
長
期
休
業
中
の
講
習
や
補
習
の
テ
ー
マ
史
で
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
限
界
が
あ
る
。

③
大
学
入
試
問
題
を
分
析
し
、
傾
向
と
対
策
に
ふ
れ
た
参
考
書
の
な
か
で
、

自
然
科
学
史
の
問
題
に
特
化
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
世
界
史
教
育
と
理
科
と
の
関
連
性
を
み
て
み
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

①
山
川
出
版
社
の
『
世
界
史
用
語
集
』
を
み
て
も
理
科
と
関
連
す
る
用
語

は
想
像
以
上
に
多
い
。
解
説
文
ま
で
含
め
る
と
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た

る
。
そ
れ
は
、
項
目
別
に
専
門
用
語
（
法
則
な
ど
）・
人
物
・
金
属
・

元
素
・
物
質
・
植
物
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
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②
数
多
く
の
出
版
社
が
新
書
を
発
行
し
、
自
然
科
学
の
専
門
家
が
一
般
向

け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
る
書
物
に
ふ
れ
る
機
会
が
ふ
え
た
。

こ
の
よ
う
な
書
物
は
、
歴
史
の
教
員
も
参
考
資
料
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

そ
こ
で
最
初
に
、
理
科
と
関
連
し
た
世
界
史
B
の
大
学
入
試
問
題
を
取

り
上
げ
、
傾
向
を
分
析
す
る
。
次
に
入
試
問
題
で
も
頻
出
の
一
六
世
紀
以

降
の
科
学
史
を
授
業
に
使
え
る
よ
う
な
か
た
ち
で
簡
略
に
紹
介
し
た
い
。

表
1
を
み
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
科
学
史
の
問
題
は
難
関
大
学
を
中
心
に

頻
繁
に
出
題
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
が
今
後
の
先
生
方
の
授
業
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

二
　
理
科
と
関
連
し
た
世
界
史
B
大
学
入
試
問
題

ま
ず
過
去
五
年
間
（
二
〇
一
三
年
か
ら
一
七
年
）
の
入
試
問
題
を
分
析

し
、
い
く
つ
か
代
表
例
を
選
ん
で
み
た
が
（
表
1
）、
過
去
問
は
想
像
以

上
に
多
か
っ
た
。
一
〇
年
間
に
ま
で
広
げ
る
と
さ
ら
に
増
加
す
る
。
な
お

資
料
と
し
て
旺
文
社
『
全
国
大
学
入
試
問
題
正
解 

世
界
史
』
と
『
全
国

大
学
入
試
問
題
正
解
地
歴
（
追
加
掲
載
編
）』
を
参
考
に
し
た
。

①
全
体
的
傾
向

文
化
史
の
一
環
と
し
て
数
問
出
題
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
大
問
す
べ

て
に
お
い
て
出
題
さ
れ
る
場
合
は
要
注
意
で
あ
る
。

②
頻
出
大
学

国
公
立
大
学
よ
り
私
立
大
学
の
方
が
多
い
。
関
西
学
院
大
学
・
同
志
社

大
学
・
南
山
大
学
は
、
複
数
以
上
の
学
部
で
重
複
し
て
出
題
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
過
去
五
年
間
は
、
あ
ま
り
出
題
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
一

年
以
前
に
は
慶
應
義
塾
大
学
で
よ
く
出
さ
れ
、
と
く
に
二
〇
〇
八
年
、
法

学
部
で
出
題
さ
れ
た
ヘ
ル
ツ
の
電
磁
波
、
ソ
ル
ヴ
ェ
イ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
・

ソ
ー
ダ
法
、
ホ
イ
ヘ
ン
ス
の
光
の
波
動
説
な
ど
の
問
題
は
、
難
問
だ
っ
た
。

③
出
題
さ
れ
る
時
代

科
学
革
命
以
降
の
一
七
〜
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
圧
倒
的
に
多
い
。

一
七
世
紀
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力
と
力
学
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の
血
液

循
環
、
ボ
イ
ル
の
気
体
力
学
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
パ
ス
カ
ル
と
数
学
と
の

関
連
性
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
三
法
則
に
比
べ
、

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ガ
リ
レ
イ
の
事
蹟
は
、
あ
ま
り
出
題
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
世
紀
で
は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
、
リ
ン
ネ
の
植
物
分
類
法
、

ラ
プ
ラ
ー
ス
の
宇
宙
進
化
論
、
ラ
ヴ
ォ
ワ
ジ
ェ
の
燃
焼
理
論
と
質
量
保
存

の
法
則
が
頻
出
と
い
え
る
。

一
九
世
紀
の
物
理
学
・
化
学
で
は
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
誘
導
と
電
気

分
解
、
マ
イ
ヤ
ー
と
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
に
よ
る
X
線
発
見
、
ノ
ー
ベ
ル
と
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
、
キ
ュ
リ
ー
夫

妻
の
ラ
ジ
ウ
ム
発
見
な
ど
が
頻
出
。
病
理
学
分
野
で
は
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の

発
酵
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
狂
犬
病
予
防
接
種
、
コ
ッ
ホ
の
結
核
菌
と
コ
レ
ラ
菌
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●2017年実施
同志社大（全）：17 ～ 20世紀までの科学・技術・自然界の法則に関する人名を選択肢から選ぶ空
欄補充問題。
ガリレイ（望遠鏡・地動説・物体落下の法則），ラヴォワジェ（質量保存の法則），パスカル
（人間は考える葦・数学の確率論の始祖・機械式計算機発明），ライプニッツ（機械式計算機
開発・単子論），ニューコメン（炭鉱の地下水汲み上げ用蒸気機関発明），パストゥール（フ
ランス細菌学者・腐敗の仕組み解明），ファラデー（電磁誘導発見・電磁気学の基礎確立），
ベル（磁石式電話器発明），エディソン（電球・発電機），ノーベル（ダイナマイト），ダイ
ムラー（ガソリン自動車発明）

●2016年実施
東京外国語大：史料を使用しながら感染症のマラリアを考察させる問題。
摂南大（外・経済）：ヨーロッパ科学技術史上の人名（著作名）を記号で空欄補充させる問題。

ロジャー=ベーコン（スコラ学者・フランチェスコ会・観察と実験重視），コペルニクス（ポー
ランド・地動説），ニュートン（万有引力の法則），ボイル（近代科学の父・気体と圧力の関
係），ハーヴェー（血液循環発見），リンネ（スウェーデン・植物分類学確立），コッホ（結
核菌やコレラ菌発見），『種の起源』（ダーウィン，自然選択），レントゲン（ドイツの物理学
者・Ｘ線発見・1901年に最初のノーベル物理学賞受賞）

●2015年実施
西南学院大（経・国際文化）：17～20世紀までの科学に関する発見史について人名を選択させる
問題。
ボイル（近代科学の父・気体と圧力の関係），ニュートン（天体運動観察・万有引力の法則），
ラヴォワジェ（燃焼理論・質量保存の法則），ハーヴェー（血液循環），リンネ（スウェーデ
ン・植物分類学），ケプラー（３つの惑星運行法則発見），ラプラース（カントの星雲論・宇
宙進化論・数学確率論），ファラデー（電磁誘導・電気分解），メンデル（エンドウ豆の交配
実験・遺伝の法則），パストゥール（発酵メカニズム・狂犬病予防接種），コッホ（結核菌と
コレラ菌発見・細菌純粋培養と染色法・細菌学確立），フレミング（ペニシリン・抗生物質），
キュリー夫妻（ラジウム），アインシュタイン（相対性理論）

●2014年実施
和歌山大：銅・青銅・鉄・金などの金属史。

●2013年実施
東京女子大（現代教養）：ペスト，コレラ，インフルエンザ，天然痘などの感染症史。

表 1　�理科と関連した世界史B大学入試問題の代表例　人名（著作名）は解答例で，（　）内はヒン
トとなる用語である。
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発
見
。
生
物
学
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
と
進
化
論
、
メ
ン
デ

ル
の
エ
ン
ド
ウ
豆
交
配
と
遺
伝
の
法
則
。
科
学
技
術
分
野
で
は
モ
ー
ル
ス

と
電
信
機
、
ベ
ル
と
電
話
器
、
マ
ル
コ
ー
ニ
と
無
線
電
信
、
エ
デ
ィ
ソ
ン

の
電
灯
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
な
ど
が
よ
く
出
題
さ
れ
て
い

る
。二

〇
世
紀
は
、
意
外
に
少
な
く
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
、

フ
レ
ミ
ン
グ
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
と
抗
生
物
質
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
よ

る
D
N
A
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
発
見
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。

④
そ
の
他
の
時
代
や
地
域

イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
で
は
、
イ
ン
ド
数
学
の
影
響
を
受
け
た
ゼ
ロ
の
概
念

や
十
進
法
、
ギ
リ
シ
ア
数
学
や
ロ
ー
マ
数
字
に
比
べ
、
位
取
り
記
数
に
便

利
な
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
発
明
な
ど
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
数
学
者
で

は
、
フ
ワ
ー
リ
ズ
ミ
ー
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
の
代
数
学
や
三
角
法
が
出
題
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
医
学
者
・
哲
学
者
イ
ブ
ン
＝
シ
ー
ナ
ー
（
ラ
テ
ン
名
ア

ヴ
ィ
ケ
ン
ナ
）
の
『
医
学
典
範
』
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
イ
オ
ニ
ア
の
自
然
哲
学
者
タ
レ
ス
と
「
万
物
の

根
源
は
水
」
と
い
う
主
張
が
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
比
べ
て

頻
出
で
あ
る
。
ま
た
小
ア
ジ
ア
出
身
の
「
医
学
の
父
」
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス

も
必
須
で
あ
る
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
は
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
、
エ
ラ
ト
ス
テ

ネ
ス
、
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
ら
が
出
題
さ
れ
る
が
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
と
浮
体

の
原
理
は
、
意
外
に
出
題
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
マ
時
代
で
は
、
プ
リ
ニ

ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
や
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
天
文
学
大
全
』
と
天
動
説

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
　
科
学
史
上
の
人
物
か
ら
み
た
世
界
史

私
は
、
日
頃
の
授
業
で
自
然
科
学
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
補
足
的
に

取
り
上
げ
て
い
る
。
反
応
は
、
必
修
で
全
員
受
け
て
い
る
第
二
学
年
と
世

界
史
受
験
を
控
え
た
第
三
学
年
で
は
、
異
な
る
。
現
在
ど
の
程
度
ま
で
伝

統
が
残
っ
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
本
校
に
は
「
小
山
台
教
養
主
義
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
第
二
学
年
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
文
系
・
理
系
の
生
徒
が

混
在
し
、
と
く
に
授
業
と
関
連
し
て
い
な
い
場
合
で
も
一
般
教
養
と
う
け

と
め
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
素
直
な
生
徒
が
多
く
、
ノ
ー
ト
点
検
を
し
て

も
各
自
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
私
が
授
業
を
お
こ
な
う
際
に
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

①
時
間
は
、
五
分
以
内
と
す
る
。

②
文
化
史
に
限
定
し
な
い
。

③
大
学
入
試
問
題
に
も
ふ
れ
る
。

④
教
科
書
・
用
語
集
・
副
教
材
の
図
表
に
配
慮
す
る
。

⑤
ほ
か
の
世
界
史
教
員
が
着
目
し
な
い
内
容
に
も
積
極
的
に
ふ
れ
る
。

⑥ 

日
頃
か
ら
自
然
科
学
的
内
容
に
注
目
し
、
専
門
書
は
無
理
で
も
概
説
書

を
読
み
、
参
考
に
す
る
。

⑦ 

時
事
的
な
こ
と
も
取
り
上
げ
る
。
二
〇
一
五
年
の
デ
ン
グ
熱
発
生
時
に
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す
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
。
材
料
や
部
品
を
用
意
し
、
用
具
を

作
る
こ
と
は
職
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
学
者
は
、
手
を
汚
す
作
業
を
低

く
み
て
そ
れ
に
携
わ
る
こ
と
を
避
け
た
。
ガ
リ
レ
イ
は
、
必
要
な
器
具

を
み
ず
か
ら
製
作
し
、
実
験
し
、
二
つ
の
身
分
階
層
の
融
合
に
つ
な
げ

た
。

③
数
学
に
よ
る
理
論
の
構
築
。
物
体
落
下
の
よ
う
な
動
的
変
化
を
と
も
な

う
問
題
の
解
決
に
は
、
従
来
の
幾
何
学
で
は
限
界
が
あ
っ
た
。
力
学
や

運
動
論
の
確
立
に
は
、
既
存
の
数
学
の
借
用
で
は
な
く
、
運
動
現
象
の

記
述
に
適
応
し
た
微
積
分
の
導
入
が
必
要
だ
っ
た
。

④
古
典
的
権
威
の
排
除
。
一
六
世
紀
ま
で
の
自
然
学
に
お
い
て
は
新
発
見

や
独
創
性
の
重
視
、
研
究
業
績
の
先
取
権
に
対
す
る
意
識
が
み
ら
れ
な

い
。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
動
説
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
学
の
よ

う
な
古
典
的
理
論
に
価
値
を
置
き
、
完
成
さ
れ
た
体
系
を
素
直
に
継
承

す
る
こ
と
が
学
問
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ
リ
レ
イ

は
古
典
の
受
容
か
ら
独
創
的
発
見
の
重
視
へ
と
学
問
の
価
値
観
を
変
容

さ
せ
た
点
で
も
功
績
が
あ
っ
た
。

⑤
情
報
の
伝
達
。
実
験
や
数
学
を
駆
使
し
て
自
然
を
研
究
す
る
人
々
が
増

加
す
る
と
、
各
地
で
関
心
を
共
有
す
る
同
好
者
の
サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ

れ
、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル

ズ
二
世
時
代
に
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
王
立
協
会
は
、
世
界
で
初
め
て

定
期
的
に
学
術
刊
行
誌
を
発
行
し
、
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
で
知
識
の

は
、
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
、
地
球
の
温
暖
化
と
生
態
系
の
変
化
、
熱
帯
性

マ
ラ
リ
ア
に
ふ
れ
た
。
ま
た
今
年
ヒ
ア
リ
が
話
題
に
な
っ
た
際
、
天
敵

昆
虫
の
活
用
や
防
疫
方
法
を
取
り
上
げ
た
。

⑧ 

中
途
半
端
に
聞
き
か
じ
っ
た
内
容
は
取
り
上
げ
な
い
。
と
く
に
⑧
に
は
、

注
意
を
払
っ
て
い
る
。
真
面
目
な
生
徒
ほ
ど
教
え
た
教
員
の
雑
学
話
の

内
容
を
卒
業
後
も
記
憶
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
の
文
章
で
は
、
時
代
ご
と
の
自
然
科
学
の
発
達
や
特
色
を
概
観
し

た
の
ち
、
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
と
業
績
例
を
授
業
に
も
使
え
る
よ

う
な
か
た
ち
で
ま
と
め
て
み
た
。
ま
ず
一
六
世
紀
の
科
学
か
ら
み
て
い
こ

う
。古

代
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
学
は
、
自
然
科
学
の
源
流
だ
が
、
今
日
の
科
学

と
は
、
異
質
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
六
世
紀
ま
で
の
自
然

現
象
を
と
ら
え
る
基
本
的
な
姿
勢
が
近
代
以
降
と
大
き
く
異
な
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
科
学
革
命
を
準
備
し
た
要
因
、
つ
ま
り
一
七
世
紀
以

降
の
科
学
が
大
発
展
を
遂
げ
た
原
動
力
と
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
要
因
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
一
六
〜
一
七
世
紀
に
活
躍
し
た

ガ
リ
レ
イ
を
例
に
あ
げ
て
み
た
い
。

①
実
験
の
重
視
。
事
実
を
見
誤
る
こ
と
な
く
法
則
を
導
く
た
め
の
工
夫
が

実
験
で
あ
る
。
ガ
リ
レ
イ
の
功
績
は
、
物
体
の
落
下
現
象
に
実
験
を
取

り
入
れ
、
新
た
な
方
法
論
の
有
用
性
を
広
く
知
ら
し
め
た
こ
と
に
あ
る
。

②
職
人
と
学
者
の
融
合
。
社
会
階
層
や
身
分
意
識
は
科
学
の
発
達
を
阻
害
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一
八
世
紀
は
、
化
学
が
近
代
科
学
の
基
礎
を
築
い
た
時
代
で
あ
る
。
錬

金
術
に
根
ざ
し
た
物
質
観
、
元
素
観
も
変
化
し
た
。
背
景
と
し
て
気
体
の

研
究
に
よ
っ
て
水
素
や
酸
素
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ア
以
来
の
水
や
空
気
が
基
本
元
素
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
否
定
さ

れ
、
化
合
物
で
分
解
可
能
な
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
は
、
大
陸
部
に
中
心
を
移
し
て
さ
ら
に
発
展
し
、
近
代
科
学
の

模
範
と
な
っ
た
。
電
気
分
野
で
は
ヴ
ォ
ル
タ
電
池
の
発
明
が
安
定
し
た
電

流
を
長
時
間
継
続
し
て
得
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
う
し
て
電
磁
波
や

電
気
分
解
に
よ
る
新
元
素
発
見
と
い
う
新
た
な
手
段
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、

革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
技
術
者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
中

央
学
校
が
創
設
さ
れ
、
の
ち
に
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
と
改
称
、
科

学
技
術
の
専
門
家
を
組
織
的
に
養
成
す
る
教
育
機
関
に
な
り
、
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
た
。

こ
の
時
代
を
代
表
す
る
科
学
者
で
あ
る
ラ
ヴ
ォ
ワ
ジ
ェ
の
著
作
『
化
学

原
論
』
に
よ
っ
て
化
学
は
錬
金
術
か
ら
脱
却
し
、
近
代
科
学
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
定
量
的
実
験
を
通
じ
て
元
素
と
は
科
学
的
分
析
で

到
達
で
き
る
究
極
の
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
分
解
で
き
な
い
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
や
が
て
こ
れ
が
一
九
世
紀
化
学
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
彼
は

化
学
反
応
の
前
後
で
そ
れ
に
関
与
し
た
物
質
の
総
質
量
は
等
し
い
と
す
る

質
量
保
存
の
法
則
の
確
立
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
前
半
の
科
学
で
は
、
種
々
の
現
象
や
作
用
を
統
一
し
て
と
ら

普
及
に
貢
献
し
た
。

ガ
リ
レ
イ
の
後
世
へ
の
影
響
と
し
て
、
①
先
取
権
に
対
す
る
意
識
、
②

実
験
の
導
入
、
③
科
学
の
普
及
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
ピ
サ
の
斜
塔
の
上

か
ら
玉
を
落
下
さ
せ
た
有
名
な
実
験
は
、
弟
子
の
創
作
で
あ
る
。
彼
は
望

遠
鏡
を
用
い
て
天
体
観
測
の
成
果
を
初
め
て
ま
と
め
た
。
ま
た
望
遠
鏡
を
、

自
分
の
工
房
で
製
作
し
、
販
売
す
る
こ
と
ま
で
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
宗

教
裁
判
で
異
端
誓
絶
を
強
制
さ
れ
る
と
表
立
っ
て
地
動
説
を
唱
え
ら
れ
な

く
な
り
、
目
立
た
ぬ
か
た
ち
で
運
動
理
論
を
展
開
し
た
。

ガ
リ
レ
イ
の
あ
と
を
う
け
た
一
七
世
紀
の
近
代
自
然
科
学
は
、
物
理
学

か
ら
始
ま
る
。
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
数
理
化
さ
れ
た

体
系
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
を
確
立
し
、
こ
れ
に
よ
り
汎
用
性
の
高
い
法
則

を
基
盤
と
す
る
理
論
体
系
が
誕
生
し
た
。
ま
た
望
遠
鏡
の
改
良
は
、
人
の

視
覚
能
力
を
高
め
、
宇
宙
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
を
う
な
が
し
た
。

な
お
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
大
蔵
大
臣
の
招
き
で
造
幣
局
監
事
に
就
任
、
以

後
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
学
究
生
活
か
ら
、
政
府
高
官
に
転
身
し
た
。
名
誉
職

で
あ
っ
た
が
、
当
時
横
行
し
て
い
た
贋
金
造
り
の
組
織
を
摘
発
し
、
造
幣

局
長
官
に
昇
進
し
た
。
重
要
経
済
政
策
に
も
関
与
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
に

名
を
残
す
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
王
立
協
会
会
長
、
国
会
議
員
を
つ
と
め
、

ア
ン
女
王
か
ら
ナ
イ
ト
の
爵
位
を
受
け
た
。
自
己
顕
示
欲
も
強
く
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
は
『
哲
学
書
簡
』
の
な
か
で
「
葬
ら
れ
た
と
き
も
臣
下
に
恩
恵

を
施
し
た
王
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
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線
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
ベ
ク
レ
ル
に
よ
る
放
射
線
を
出
す
能
力
（
放
射

能
）
発
見
、
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
の
ラ
ジ
ウ
ム
、
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
発
見
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
ま
た
放
射
性
元
素
か
ら
三
種
の
放
射
線
（
α
線
・
β
線
・
γ

線
）
が
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
末
の
わ

ず
か
五
年
間
に
大
発
見
が
相
次
ぎ
、
物
理
学
は
電
子
・
原
子
・
放
射
能
な

ど
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
の
研
究
に
突
入
す
る
。
こ
れ
は
古
典
物
理
学
（
ニ
ュ

ー
ト
ン
力
学
・
電
磁
気
学
・
熱
力
学
）
の
も
っ
て
い
た
限
界
を
う
ち
破
っ

た
。進

化
論
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
博
物
学
者
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ビ
ー
グ
ル
号
に
乗
船
、
数
多
く
の
標
本
や
観
察
記
録
を

携
え
て
帰
国
後
『
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
』
や
『
種
の
起
源
』
を
刊
行
し
た
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
当
初
『
種
の
起
源
』
を
じ
っ
く
り
構
想
を
練
っ
て
か
ら
執

筆
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
マ
レ
ー
半
島
で
調
査
中
の
博
物
学
者
ウ
ォ
ー
レ

ス
か
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
学
説
と
基
本
的
に
同
じ
内
容
の
論
文
が
送
付
さ
れ

て
き
た
た
め
、
急
い
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が

て
進
化
論
の
提
唱
が
宗
教
界
、
科
学
界
に
大
反
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
物
理
学
の
関
心
は
、
古
典
物
理
学
で
は
解
明

で
き
な
い
ミ
ク
ロ
の
世
界
に
対
応
す
る
新
た
な
理
論
の
構
築
へ
と
移
っ
た
。

そ
の
基
盤
が
、
プ
ラ
ン
ク
の
量
子
仮
説
に
歴
史
的
な
意
味
づ
け
を
与
え
た

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
光
量
子
仮
説
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
発
表
し
た
相
対

性
理
論
は
、
時
間
・
空
間
・
質
量
の
概
念
を
根
底
か
ら
覆
し
た
。
そ
の
後

え
る
枠
組
、
概
念
が
要
求
さ
れ
た
。
熱
力
学
は
電
磁
気
学
や
光
学
と
と
も

に
物
理
学
の
一
分
野
と
し
て
基
礎
を
構
築
し
、
新
た
な
元
素
の
発
見
が
相

次
い
だ
化
学
と
と
も
に
近
代
科
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
従
来
の

趣
味
、
道
楽
的
な
科
学
研
究
か
ら
職
業
と
し
て
社
会
に
定
着
し
た
専
門
家

が
生
ま
れ
た
。
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
用
語
が
つ
く
ら
れ
た
の
も
こ

の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
産
業
革
命
を
へ
て
社
会
が
科
学
に
携
わ
る
専
門
家

集
団
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
科
学
教

育
を
組
織
的
に
お
こ
な
い
、
専
門
家
を
養
成
し
、
社
会
に
定
着
さ
せ
る
機

関
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
時
代
に
活
躍
し
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
電
磁
誘
導
や
電
気
分
解
の
法
則

の
発
見
者
で
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
貧
困
層
出
身
で
高
等
教
育
を
受
け
ず
、

製
本
屋
に
奉
公
し
た
。『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
』
に
載
る
ガ
ル
ヴ
ァ
ー

ニ
と
ヴ
ォ
ル
タ
の
電
気
実
験
に
興
味
を
も
ち
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
研
究
所
の

デ
ィ
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
市
民
対
象
公
開
実
験
（
テ
ー
マ
は
電
気
分
解
）
に
参

加
し
た
。
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
ス
ケ
ッ
チ
し
た
実
験
ノ
ー
ト
を
製
本
後
、
デ
ィ

ヴ
ィ
ー
に
送
付
し
、
雑
用
係
に
採
用
さ
れ
た
。
現
在
も
王
立
研
究
所
は
、

一
般
市
民
を
対
象
に
科
学
を
平
易
に
解
説
す
る
公
開
講
座
を
開
い
て
い
る
。

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
分
光
学
の
確
立
に
よ
っ
て
試
料
を
熱
し
て
発

光
さ
せ
、
分
光
器
に
か
け
て
含
ま
れ
る
元
素
が
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
、
メ
ン
デ
ル
に
よ
る
遺
伝
の
法
則
発
見
に
よ

っ
て
生
物
学
が
近
代
科
学
の
仲
間
入
り
を
は
た
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
X
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と
チ
ミ
ン
、
グ
ア
ニ
ン
と
シ
ト
シ
ン
の
四
つ
の
塩
基
対
が
ペ
ア
を
作
り
、

二
組
の
塩
基
対
が
リ
ン
酸
、
糖
か
ら
な
る
リ
ボ
ン
を
結
び
つ
け
、
二
重
ら

せ
ん
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
画
期
的
な
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

二
一
世
紀
の
科
学
は
、
生
命
科
学
の
時
代
と
い
え
る
。
二
〇
世
紀
末
の

ク
ロ
ー
ン
羊
の
誕
生
、
二
一
世
紀
の
凍
結
保
存
さ
れ
た
マ
ウ
ス
の
ク
ロ
ー

ン
誕
生
は
絶
滅
種
再
生
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。
E
S
細
胞
（
胚
性
幹
細

胞
）
や
i
P
S
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
の
開
発
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

（
人
間
の
遺
伝
子
情
報
全
体
）
完
全
解
読
は
、
食
糧
問
題
・
医
療
・
新
薬

開
発
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
生
命
を
人
工
的
に
操
作
で
き

る
技
術
の
発
展
が
倫
理
面
や
安
全
面
で
難
し
い
課
題
を
か
か
え
て
い
る
。

現
代
を
代
表
す
る
日
本
の
科
学
者
と
し
て
、
山
中
伸
弥
と
森
田
浩
介
を

あ
げ
て
お
こ
う
。
山
中
は
、
二
〇
〇
六
年
に
マ
ウ
ス
の
皮
膚
細
胞
に
四
種

類
の
遺
伝
子
を
導
入
・
培
養
し
、
E
S
細
胞
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器

や
組
織
細
胞
に
分
化
で
き
る
i
P
S
細
胞
を
世
界
で
初
め
て
作
製
し
た
。

翌
年
、
人
の
皮
膚
細
胞
か
ら
も
作
製
に
成
功
し
て
い
る
。
今
後
、
再
生
医

療
・
新
薬
の
開
発
・
病
気
の
原
因
や
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

を
受
賞
し
た
。

森
田
は
、
埼
玉
県
和
光
市
の
理
科
学
研
究
所
仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ

ー
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
つ
と
め
た
。
彼
は
ビ
ス
マ
ス
に
亜
鉛
イ

オ
ン
を
衝
突
さ
せ
、
二
〇
〇
四
年
に
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一

一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
量
子
力
学
が
確
立
、
三
〇
年
代
に
は
、
原
子
核

物
理
学
が
発
展
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
は
、
論
文
に
引
用
文
献
が
な

い
完
成
形
で
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
と
決
別
し
、
時

間
・
空
間
概
念
を
根
底
か
ら
覆
そ
う
と
し
た
彼
の
自
覚
が
感
じ
ら
れ
る
。

の
ち
に
発
表
さ
れ
た
一
般
相
対
性
理
論
は
、
動
力
と
見
か
け
上
の
力
を
完

全
に
同
等
と
み
な
し
、
二
つ
の
力
が
等
価
に
な
る
と
、
静
止
し
て
い
る
系

の
外
に
動
力
源
が
存
在
す
る
場
合
と
、
加
速
度
系
と
の
区
別
が
つ
か
な
い

と
す
る
理
論
で
あ
る
。
な
お
彼
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
理
由
は
、

相
対
性
理
論
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン
ク
の
量
子
仮
説
を
発
展
さ
せ
た
光
量
子

仮
説
を
中
心
と
し
た
理
論
物
理
学
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
は
、
物
理
科
学
の
時
代
と
形
容
で
き
る
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
粒
子
加
速
器
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
巨
大
化
に
よ
っ
て
さ
ら
な

る
物
質
の
分
解
が
可
能
に
な
っ
た
。
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
よ
る

D
N
A
の
構
造
解
明
も
物
質
科
学
上
の
成
果
と
い
え
る
。
手
が
か
り
は
、

撮
影
さ
れ
た
D
N
A
の
X
線
回か
い

折せ
つ

像
で
あ
り
、
元
来
結
晶
構
造
（
原
子
の

規
則
的
な
立
体
配
列
）
を
調
べ
る
実
験
技
術
が
D
N
A
の
二
重
ら
せ
ん
構

造
を
解
明
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
ハ
イ
テ
ク
成
果
を
駆
使
し

た
光
学
望
遠
鏡
や
電
波
望
遠
鏡
を
利
用
し
た
宇
宙
光
学
が
発
展
し
た
。

ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
は
、
ロ
ザ
リ
ン
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
よ
っ
て

撮
影
さ
れ
た
D
N
A
の
X
線
回
折
写
真
な
ど
を
デ
ー
タ
と
し
て
ア
デ
ニ
ン
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定
法
（
遺
物
の
年
代
特
定
に
科
学
的
手
法
を
導
入
）
な
ど
学
際
的
な
新
し

い
研
究
分
野
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
文
系
と
理
系
の
枠
組
み
を
こ
え
て
共

同
研
究
す
る
必
要
性
が
あ
る
時
代
が
到
来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

▼
参
考
文
献

池
内
了
『
科
学
者
と
戦
争
』（
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

石
井
実
監
修
『
日
本
の
昆
虫
の
衰
亡
と
保
護
』（
北
隆
館
、
二
〇
一
〇
年
）

小
山
慶
太
『
科
学
史
年
表
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）

佐
藤
健
太
郎
『
世
界
史
を
変
え
た
薬
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）

鈴
木
紀
之
『
す
ご
い
進
化

─
「
一
見
す
る
と
不
合
理
」
の
謎
を
解
く
』（
中
公
新
書
、

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
）

モ
ー
ト
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
小
林
力
訳
）『
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
近
代
医
学

─
独
創
、

偶
然
、
発
見
の
一
〇
〇
年
』（
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
）

�

（
の
む
ら
　
ま
さ
ゆ
き
／
東
京
都
立
小
山
台
高
等
学
校
教
諭
）

一
三
番
元
素
（
Uut
・
ウ
ン
ウ
ン
ト
リ
ウ
ム
）
の
合
成
を
確
認
し
た
。
一
二

年
ま
で
に
四
〇
〇
兆
回
の
衝
突
実
験
で
三
回
成
功
。
一
五
年
一
二
月
、

I
U
P
A
C
（
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
盟
）
が
新
し
い
元
素
と
認
定
し

た
。
こ
れ
を
う
け
て
一
一
三
番
元
素
は
一
六
年
六
月
「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
」
と

命
名
さ
れ
、
一
一
月
に
最
終
確
定
し
た
。
ア
ジ
ア
で
初
め
て
命
名
さ
れ
た

こ
の
元
素
は
、
Nh
と
表
記
す
る
。

お
わ
り
に

今
年
七
月
、
私
的
な
世
界
史
研
究
会
「
同
時
代
史
の
会
」
に
お
い
て

「
元
素
の
歴
史

─
科
学
と
世
界
史
の
関
連
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
報
告
を

お
こ
な
っ
た
。
お
も
な
内
容
は
、
元
素
説
の
歴
史
的
変
遷
、
人
類
が
発
見

し
て
利
用
し
た
元
素
、
元
素
名
の
由
来
な
ど
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
は

「
一
家
に
一
枚
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
と
し
て
元
素
周
期
表
を
発
行
し
て
い

る
。
数
学
科
の
教
員
は
「
素
数
や
数
列
は
美
し
い
」
と
い
う
。
私
は
メ
ン

デ
レ
ー
エ
フ
の
周
期
表
も
美
し
い
と
思
う
。
な
お
周
期
表
は
、
周
期
表
史

と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
で
き
る
ほ
ど
多
く
の
歴
史
上
の
化
学
者
が
独
自
の

も
の
を
作
成
し
て
い
る
。
元
素
は
世
界
史
と
の
関
連
性
で
十
分
テ
ー
マ
と

な
り
う
る
。

近
年
の
理
科
と
歴
史
を
め
ぐ
る
状
況
を
概
観
す
る
と
、
東
京
農
工
大
学

と
東
京
外
国
語
大
学
の
連
携
、
地
震
や
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
と
歴

史
学
と
の
連
携
、
炭
素
一
四
を
利
用
し
た
歴
史
学
・
考
古
学
上
の
年
代
測


